
宜野湾市監査委員告示第３号 

 

 地方自治法第 199 条第７項の規定により実施した財政援助団体監査の結果について、

同条第９項の規定によりその結果を次のとおり公表する。 

 

  令和７年３月４日 

 

宜野湾市監査委員   宮 城  豊 信 

                

宜野湾市監査委員   山 城  康 弘 

 

１ 監査の期間 

  令和７年１月 14 日から令和７年３月４日 

 

２ 監査対象団体及び対象補助金 

監査対象団体：宜野湾市文化協会 

対象補助金  ：宜野湾市各種団体育成補助金及び宜野湾市社会教育関係団体育

成補助金 

 

３ 監査の範囲 

市の財政援助に係るもので、令和５年度における出納に関連する事務の執行状況 

について 

 

４ 監査の方法 

あらかじめ提出された監査資料・提出書類をもとに、担当課職員から説明を聴取

するなどの方法により監査を実施した。 

なお、監査に当たっては、次に掲げる項目に主眼を置いた。 

 

ア 市が財政援助を決定したことについて 

・補助金等の目的と使途範囲は明確か。また、公益上必要性は十分か。 

・法令、条例、規則、要綱等に違反して補助していないか。 

・社会的情勢の変動等により補助の必要性が軽減しているものに対し、補助の 

打ち切り又は減額その他適当な措置がとられているか。 

・補助額及び支給方法の適否について。 

 

イ 事業執行等について 

・事業計画、予算書及び決算書等と所管部課へ提出した補助金等の交付申請書、 

実績報告書は符号するか。 

・補助金等交付申請書の提出及び補助金等の請求、受領は適時に行われている 

か。 



  

 

ウ その他  

       ・出納関係帳票等の整備及び記帳は適正になされているか。 

       ・現金や預金通帳、銀行印等の管理体制は適切か。 

 

５ 監査の結果について 

ア 市が財政援助を決定したことについて 

・適正に処理されている。 

 

イ 事業執行等について 

・適正に執行されている。 

 

   ウ その他 

    ・出納関係帳票の記帳に不備がある。証憑書類、通帳等と突合できるように整

備されたい。 

 

    ・手当、交通費等について、支出根拠が不明確なものがある。根拠規程の策定

を検討されたい。 

 

   ・備品台帳簿や切手受払簿の整備に努められたい。 

 


